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【目的】子宮体癌 にお い て は術前の 進行期推定が 困難な例が 多 く （新 FIGO 分類 にお い て 術 後分 類 に よ る 進行期分類 が採用 さ

れ て い る），そ の た め Neoadjuvant 　chem 〔｝therapy の 施行に 支障をきた して い る．今回我 々 は，子宮体癌 に 対 しTAE 併用

CDDP 術前動注化学療法 を行い ，そ の 術前 と術後診断 を血 管造影 にお け る所見お よび 画像診断の 変化 と ともに 比較 した。ま

た
， 術前動注化学療法の 長期予 後 に 与え る 影響 を統計学的 に 検討 を加えた ．【方法】当科に て 患者の 同 意 の も と

， 術前動注 化学

療法お よび 手術を施行 し た子宮体癌38例を対象と した．全例に お い て 病理 線織診断 ， 画像診断お よび血 管造影時 の 所 見 に て 術

前の 進 行期 を詳細 に検討 した．こ れ に よる術前の 推 定 進 行期分類 で は 1期 3例，II期20例，　 III期 8 例，　 IV 期 7 例で あ っ た．
Seldinger法 に て腫瘍栄養血管を詳細 に 同定し，　CDDPIOOmg ／mz ，TI｛P−−ADR40mg ，〆bodyを 約10分間かけて 注入した。その 後，
TAE を併用 した．同方法 を原則 と して 3ク

ール 施行 し，再度進行期 を推定 し
，

そ の 進彳∫期 に 応 じて 手術を行 っ た．【成績】血 管

造影所見で は腫瘍栄養 i自階 は子宮動脈の み ならず，意外 に も卵巣動脈，外腸骨動脈領域 ， 腹腔動脈領域 に ま で お よぶ 症例 も認

め た．こ れ は ， 画像 診 断等に て 推 定 した 以．ヒに腫 瘍 が 広範に 及 ん で い る可 能性を示唆 して い た。約89％ の 症例 に お い て は腫瘍

栄養血管を網羅す る こ とが 可 能で あ り，術 後 診断 で は 1期以 下 に縮 小 して い た．【結論ITAE併用 CDDP 術前動注化学療法時

の lfiLew造影所見 は，術 薗の 進行期の 推定の
一

助 と なる と 考え られ た．さ ら に，こ れに よ りDown ・Stagingの 効果を認め
， 長期

予後 に関して 極めて 有効な方法で ある と考えられたb
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【目的】我 々 は，新 規 ビ ン カア ル カ ロ イ ド ・コ ノ フ ィ リ ン が，ioz　vit’mo に お い て 子宮体癌細胞 の 浸潤能を抑制す る こ とを明 ら

か に し て きた．…
方，NF −

KB は 遺伝 子発現 を調節す る 転写因子 と して 働 くと同時 に，腫瘍増殖 に 影響を与える こ とが 知 られ

て い る．そ こ で 今 回，コ ノ フ ィ リ ン が子宮体癌細胞の 運動能 ・増殖能 に 与える 影響に つ い て 検討 し，また NF −
rcB の 転写 活性

を解 析 し た．【方 法】ユ〉ヒ ト子 宮体癌 由来株 SNG −IIを ウ ェ ル 内で培 養後，ウ エ ル 中央 部 の 細 胞 を は が し，細胞 の 運動能を 測

定す る wound 　assay を行い ，
コ ノ フ ィ リ ン を添加 した 際の 影響 を検討 し た．2）ヌ

ードマ ウス に ヒ ト子宮体癌出来株 HOOUA
を皮下 移植 し

， 腫瘍が 形成 さ れ た時点 で コ ノ ブ t リ ン を投与 し
， 腫瘍重燉 を測定 し た．3）SNG −IIに

，
　 NF ．KB 応答因 子が挿

入 され て い る レ ポーター遺伝子を トラ ン ス フ ェ ク シ ョ ン した．遺伝子導入 細胞 に ，
コ ノ フ ィ リ ン を添加後，NF一丗 の 転写活

性 を測定 した。【成 績】1）wound 　assay にて 0．03〜0．3yg／ml の コ ノ フ ィ リ ン 添加 に よ っ て ，　 SNG −II細胞の 運動能は30〜65％ と

濃度依存的 に揶制された．2）ヌ
ー

ドマ ウ ス 移植腫瘍の 重最 は，コ ノ フ ィ リン投与後14H 臠にて 300± 20mg，一
方非投与で は

710± 180mg で あり，
コ ノ フ ィ リ ン の 投 与に よ っ て 移植腫瘍 の 重量は 約5〔｝％ 減少 した ．3）SNG −−II細胞に対 し，

コ ノ ブ d リ ン

は NF −kB の 転 塚 活 性 を03〜3epg／ml の 濃度 に お い て33〜74％ と，濃度依 存 的 に抑 制 した、【結論】コ ノ フ ィ リ ン は子宮体癌細

胞 の 運 動能 や 増 殖能 を抑 制 す る作 用 を有 す る こ とを 明 らか に し，そ の 機 序 の 一つ と して NF −
KB の 転写活性 の 揶制が 関与 して

い る可能性 を示 した．
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【目的】血管薪生 の異常亢進 や apoptosis 機構の異常が腫瘍の悪性度と深 く関わ る こ とが多くの 腫瘍 で報告 さ れ る．子宮癌肉腫

は
， 癌腫 と肉腫 の 2 成分 よ り構成 され る悪性度の 高い 疾 患 で あ る．本研究 で は，こ の 腫瘍 の 悪性度に 関 し

，
こ れ ら 2 成分の い

ずれが重要 で ある か を検討する ために，癌腫成分 と肉腫成分 の ltlL管新生と apoptosis を比較検討 した．1方法1イ ン フ ォ
ー一ム ド

コ ン セ ン トの 得 られ た 子宮癌 肉腫 10症 例 を対 象 に した．初 回 手術 摘 出物 よ り作 成 した lo％ ホ ル マ TJ ン 固 定 パ ラ フ ィ ン 包 埋 標

本 を用 い ， 原発巣 ， リ ン パ 節転位部の 組繊像 を検討 した．次に各々 の 成 分 に お ける新 生 1血［管 とア ポ トーシス 細胞の 発現 を検討

した．薪生 血 管 は CD34 抗体 を用 い た免疫染色法で 検出 し，最も新 生 血 管の 多い 5 視野 （x40 ）の 血 管数 よ り血管密慶を算定

し た．ア ボ ト
ー

シ ス の 検出に は Apop −Tag を用 い ，検出頻度 の 高い 5視野 よ りApoptotic　indexを箕定 した．【成績】新生 血 管

密 度 は，癌 腫 成分 （12L1 ± 11．96mm2 ）が 肉腫成 分 （66．8 ± 16．95mm2） に 比 較 して 有 意 に 高 く （p　・　O．003），
　 Apoptot量c　index

は 肉腫成分 （0．679± 0．575＞が 癌腫 成分 （3．992± 1．427）に比 較 して 有意 に高 か っ た （p ＝0．Oo2＞．組織学的検討で は，リ ンパ 節

転移部位 はすべ て 癌腫成 分 で あ っ た。【結論】子宮癌肉腫 に お い て は癌腫成分の 方が 肉腫成分 よ り悪性度が 高 く，本腫瘍 の ma ・
lignant　behaviorに よ り重要な役割を担 うこ とが示唆された．
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